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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

リンパ管静脈吻合術(以下：LVA)はリンパ浮腫の外科的治療法として最も広く行われ

ている術式である。しかしながら、LVA 術後の経時的な吻合部の開存率・閉塞の要

因・リンパ管と静脈を吻合することによる術後変化等の詳細に関してはその大部分が

不明のままである。今回、我々は LVA の動物実験モデルを用いて組織学的検査を含め

た術後変化の詳細な検討を行った。ラットの腰部リンパ管及び腸腰静脈を用いた LVA

モデルを使用し、光学顕微鏡及び電子顕微鏡を用いて、開存例及び閉塞例の組織学的

な比較を行った。この結果、閉塞例においてはリンパ管と静脈の吻合部付近で、内皮

細胞の不整な配列・内皮下組織の血管内腔への露出が認められた。この為、吻合部の

リンパ管から静脈への内皮細胞のスムースな移行が吻合部の術後経過を決定する最重

要因子であると考えられた。 

今回の研究で LVA 術後変化の一端が明らかになった。この結果を実際の手術にフィ

ードバックする事で、手術成績の向上に繋がるものと考えられた。 
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